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ま
す
巳

ポ
ev

ノ
ゲ
?
を
聴
い
て
み
た
い
L
C

型

て

い

る

方

に

隠

章

あ

:

ぜ
ム
を
お
勧
め
し
ま
す
・

円
鳴
門
家凶

Eの
み
は
さ
ん
の
白
書
信

?
i
t
s
-
2
 

2
草

花

な

ど

を

紹

介

す
る
場
に
し
て
〈

Z
ぃ
.

E
主

に

入

2
書
や

そ
の
ヨ

I
ス
(
翁
良
市
内
〕
ふ

と
見
つ
げ
た
自
然
、
重
た
わ
が
家

の
ユ
ユ

l
夕
立
ア
4
E7
7
aγ
〈
ふ

;
5
?
E
i
 

で
の
楽
L
い

臣

、
い
ろ
い
ろ
信

自
主
君
主

t
・

必
使

O
A電
信
で
も
蛸
禍
で

す
V

は

也
市
役
所
広
組
欄
公
聴
思

〔鑑
了
間
一

一象
大
路
宙
開
一
了
自

1

1
g
@
1
1
1
1
v
b
 

川 崎 良 治 (57"-)

t広象ミ..町

悲
劇
の
両
王
子
の

石
仏
を
た
す
ね
て

い

a
z
i
z
z

へ』

l
iき
i餅

E・
こ
の
あ
た
り
は
と
〈
に

t
b

t
u面
か

で
あ
る
が

E
u

-
-F
7
2
?
 

令
ン
グ
と
し
・
れ
て
ら
で
は
い
か
が
だ

ぞ
う
よ
う

E
Z
E
1
5

嘗 柑 t!..，，ヒところ ζ

はお地穫さまが多〈みられ

る.雄元の人の医では疫網

や災いが村に入うて" の

を防ぐた~ r: 1eラ たという.

名
前
の
売
れ
て
い
る
里
仏
間

E
E
2
2
S
S
E
 

R
f
E
tミ
た

と

え

ば

中

山
町

tzhfと

Zの

ま

量

ι
、
員

手

の

E
Z

る
・
忍
鮒
王
子
札
山
出
ズ
皇
(
第
十
岡

代
V
L
C

、
そ
の
皇
妃
で
そ
允
大
中
姫

と
の
刷
に
生
ま
れ
た
由
季
で
あ
る
a

と

i
i
 

こ
ろ
が

E芙
T
E
a
-

2
Eと
の
聞
に
生
ま
れ

た

里

《

i
i
a
i
s

-備検
F
U
H聞
も
で
翠
餓
王
子
U
同
債

の
見
轟
証
明
ギ
字

主
J
e』
れ

を
?
し

た
・
し
か
し

連
10

棚
功
尽
后

が
男
纏
し
て

a

zm
王
子
と
忍
鱒

亨
一平
会
吋
ち

政
権
自
分
の

息
子
に

i
せ

る
の
で
る
る・

詰
の
手
だ
げ
に
そ
の
真
実
は

じ
た
い
何
ぜ
た
の
だ
ろ
う
・

2

4
 

2
f
i
t
-で

お

り

?

に

軍

基

に

か

け

t

i
i
!
?
 

見

τ也
少
か
れ
て
み
て
肱
い
か
が

Z
ろ

-
う

河
島
珊
町
&
北
へ
行
く
と
古
く
同
万

簸
里

見

b
E
a
t
Eちゃ

z
i
;
i
f』

へ

こ
の

?

を
東

ヘ

?

と

E

山
や
M
F
り
f
ム
ラ
ン
ト
台
函
へ

-
E
へ

?

と

E
S山
方
面
、
了

LE

i
t
-
-

は
い
か
が
ど
ろ
う
・

@ 

9 



西
部
公
民
館

。
転
勤
奥
さ
ま
教
室
e

に
参
加
し
て

北
経
典
白ナ
丘

4
T
H

目

下

4宮

子

3
4誌に
Z

「

W
9
1

ね
ん
大
阪
』
と
言
い
出
し
E
ろ
、
訳

1
1
i
k
l
 

増
に
広
回
し
で
き
f

た
・

『ぼ
ち
ぼ
ろ
で
ん
匂
あ
L

何
げ

?

一聞
く
そ
ん
品
い
古
彫

t

R

た

査

の

人

情

M

Z

E

E

f

a

い

と

ZE

E

-

ン
パ
ー
で
包
傘
温
想
膨

を
厳
し
む
d
p

《
ヲ
ド
タ
ウ
ン
に
め

り
が
色
也
よ
う
に

目

t異
常

2
6ま

り
返
う
て
い
ま
す
・
ζ

の骨
E
置の

在

;
iど盟

の
ほ
い
と
ζ

ろ

に

2

ょ
う
で
す

『ビ
ー
ル
の
よ
う
で

ピ
l
ん
で
佳
い
」

第
飲
純
金
祉
の
テ
レ

ピ
ヨ
マ
lhγ
今
ん
を

以
前
ド
見
た
ζ

と
が
あ

り
ま
す

こ

れ

は

必

畑
に
弱
い
人
が
む
酒

を
飲
め
る
人
L
C

一緒

ι

会
を
持
勺
た
と
倉
、
庖

が
白
Z
い
よ
う
に
考

え
出
さ
れ
化
E
で
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
-

i民
で
あ
り

2
ら

Z

E

と

し

で

の

z

f

と

そ
れ
ほ
ノ
ン
ア
ル
ヨ
1
ル
の
ピ
1

2
似
た
E
E
包
い
か
と
考
え
ま

し
た
・「

司
じ
飲

ι忽
，
a
勺
て
み
ムにい
」

そ
う
?
で
み
る
の
俗
語
の
こ
と

で
す
・

と

こ

ろ

で

E

E

広

E

d

b
L
占
ん
行
よ
り
e

を
見
て
い
ま
す
L
C
、

2

2

2

の

公

民

館

て

E

皇
室
」
が
・
さ
れ
て
い
る
の
に
気

付
〈
ほ
ず
で
す

弘
も
西
館
公
民
館
主
峰
の

2
L
駆動
a突

き

i
e
F
P
i
t

t
T
E
i高

官
、
月
に

-
R
里

化

財

保

書

iの

1先
生

6
1

5
ら

宣

の

t

T

宮
殿

T

I

z

-

-

『守

で

信

号

E

ん

も

の

E

E

E

T

E

?

J

Z

 

声
に
応
之
る
か
の
よ
う
匂
新
興
住
宅

s

h

i

t

の

干

の

西
空
躍
は
り
で
は
の
金
警
の
で

す

「
干
の

m品
で

凶

あ

i

z

-

z

t

Z

E

E

-

副

主

z

p

t

z

f

f

T

E

代
E

2

2

が
て
大
和
の
人
情
車
、
ふ
れ
て
も
z
り

U

た
い
の
で
す
」

E
Z
く
一
t
E
な
と
こ
ろ

自
E

言
い
合
う
的

よ
う
に
忽
り
ど
い

2

2

品

う

て

き
た
よ
う
で
す
・

「今
径
ぜ
医
奥

?

の

か

』

喜
え
て
み
ま

L
t

!
?
 

t。
、
岡
高
地

1
1
 

あ
げ
〈
の
は
て
に
は
、

量
産
の
聞
で
俗

言
寄
百
円

高
収
入

高
学

wo

喜
J
、韓条

件
ま
で
マ
ル
高
時
代

で
すそ

ん
江
市
引
で
弘

2

2

2

q

 

i

A

室

長

に

す

i

の

E

に

つ

い

て

、

f

s

E

Z

る
岨
慣
が
、
多
〈
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す2

2

2

自

然

の

移
り
変
わ

り

に

雪

量

t

f

f

語

"

草
花
の
き

E
1一
度
問
い

直
し
て
み
る
必
慢
を
略
じ

aez」りれ重

L
た・

『E

S

E

-

S

2

2

く
座
視
に
入
Z

士

宮
前
左
組
が
目
下
さ
と

で
往
く
だ
れ
で
も
ち
Ea
う
と
幽
か

げ

て

t

i

t

-

、
て

〈

り

し
て
も
Z
品
で
す
」

「
そ
う
い
う
警
官
た
い
の
で
す
」

S

L

A

昔

、
毎

関

空

自
2
2
に
官
れ
て
い
る
ぜ
い

か
!
;

!
!
?
 

と

f
i
t
-た

ち

で

す

;
3
i
e
i

で
す
・F

3
7、
5
2

U

せ

qaく
先
生
に
わ
か
り
や
す
《

E
し
て
い
た
佐
い
て
;

i

fの
人
た
ち
q
E
差
へ
被

け
て
い
る
よ
う
で
す
・
で
も
、
殺
陣
か

富
ず
る
う
ち
に
す
ば
ら
し
い
F

i

『文
化
」
と
い

i

埋

て

し

ま

う

と

す

べ

て

f

F

Z

J

し

ま

い

ま

す

が

2

2

g
z
-
u
ほ
ど
、
そ
の
内
実
そ
次

主
う
世
代
へ
明
り
か
に
し

5
く
必

事
2
の
で
は
は
い
か
と
?
で
み

る
ひ
と
の
で
す
・



新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で

平
成

3
年
1
月
1
日
か
ら

i
i
l
i
-

-
i
tる

場
合
は
ど
、

い
ろ
い
ろ

U
と
こ
ろ
で
留
さ
れ
て
も

-ze'
・

こ
め
よ
う
に

i
?と

し

て
の

1

2
8
2

文
得
と
し
て
貫
裂
は
も
の
で
す
か
旬

E
Lい
文
字
で
量
す
る
必

E
t

a---
し
か
し
、

戸色
調
の
ゆ
ふ

M

氏
名
が

聖
f
L障
害

E
E
t

t
t
t
z・
そ
の
た
め

官

八
差
是

E
E
l
-
Eじ

枕

i
t
a
t
-る

人
々
も
あ
る
よ
う
で
す
・

ぎる、
E

4

A

1
日
以
後

処

今

ま

で

の

戸

型

車

草

で

草
さ
れ
て
い
る
長

E
T
L戸
-

L
s
i
t
-与を
m

L
S
ζ
と
に
盆
り
ま
L
た
@
た
ど
し
、

使
剤
"
度
が
高
い
田
文
字
《
下
波

同

Z
に
つ
い
て
は
買

t品
開

S
E
t
tく
わ
し
く
は

E

所
有
奥
田
ヘ

《
雷
@
1
1
1
1
1

新

し

い

戸

籍

に

は

E
L
い

字

で

記

駆

川

従
来
の
戸
益
に
民
a
E
M
V
-
m
F

俗

字

で

量

E
t
f
zい
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
信

号

E
T
-

-
に
正
し
い
雪
量
し
ま
す
・

-E、
長

忽

ど
に
よ
勺
て
新
し
く

戸出帽
を
作
る
場
合

-草

E
2
2
J宮
戸

寄

へ入手

i

i
i
1
5
2
 

仰

観

字

俗

学

血
管
正
し
い
字
で
民
話

E
習にほ

E
G
Z
H

F
F
t
i
i
 

り
を
し
ま
す
@

即
総
手
の
う
ち
、
「
高
」
と
か
「
a岡
」

2

E
P
2の字
に
つ

L
E

E
-
t
L
1・

申

し

出

で

正

L
U字
に

訂

正

す

る

こ

と

も

可

飽

現
径
の
戸
箇
帽に

つ
い
で
ω
峰
、
そ
の
ま

1
E
L
主
主
事
室
せ
ん
が

剛
し
出

lt
て

い

つ

で

占

織
に

E
さ

れ

て

い

る

草

堅

金

E
L

い

Z
E
E
-

」

S
E
E-

萌

し

出

で

獲

し

い

字

体

を

。

さ

し

い

字

体

に

変

更

可

戸
繍
に
草
さ
れ
て
レ
る
一氏

E例

え

i
z
i
i
iて

い
る
化
め
不
便
を
眠
じ
て
い
る
人
怯

ー

に

よ

り

、
そ
の
字

f
E

品

五

《

市

古

vZる
「
辺
」

に事

2
4
2す

i
1
i
i;
 

が
り
を

F
Sに
添
え
た

E
2

3
2
1
2
g
 

型

軽

の

ZV盟
理

で

す

・

ヨ提

氏
又
は
名
の
配
舗
に
湖
、
る
こ
と
の
で
き
る
俗
字
血
友

舵釣

船鈎--
舘
(
館
)

兎
(
兎
)

情
(
儲
)

湖
(
謝
)

阿桑

柳 桑

• 2 

Z
Z福
じ

て

量

L

主
主

唖
(
墜
)

厩
(
厳
)

晦
(
晦
)

温
(
濯
)

饗
(
饗
)

悔
(
倦
)

蔭

雇

明
(
仙
明
)

蝿
(
錫
)

痩
(
痩
)

箪
(
箪
)

箔
(
調
理

棟
(
構
)

迩
(
湿
)

醗

(

極
圏

)

瞥
(
瞥
)

儲
(
他
陣
)

煉
{
煉
)

進
(
這
)

噂
(
噂
)

鮪
(
姻
)

翰
(
粉
)

僅
(
僅
)

捲
(
繕
)

繍
(
錆
)

廠
(
廠
)

探
(
機
)

遜
(
遜
)

瀦
(
漏
)

a
m
(
溺
)

祷
(
濁
)

祢
(
鯛
)

叛
(
鍍
)

庖
(
庖
)

餅
(
餅
)

榔
(
榔
)

穐
(
穐
〉

餌
(
餌
)

拠
{
地
市
)

棟
(
錬
)

躯
(
躯
)

鹸
(
雌
)

鋪
(
信
明
)

孫
(
孫
)

煽
(
燭
)

瞬
(
親
)

捗
(
捗
)

場
(
甥
)

祷
(
諸
情
)

忠
雄
(
嚢

)

鍾
(
緬
)

蓬
(
蓬
)

夜
(
薮
)

篭
(
縫
)

鯵
(
鯵
)

焔
(
焔
)

葛
(
穂
)

翫
(
叡
)

蝋鑓 嫡 遠遺訓静顛極腿賊醤償 費ま様
~~~~~~~~--~~~~~ 

鰻鑓鯛逼遁議事顛鑓斑賎錨績修櫛
----------'-''-''-''-''-''-'-''-''-''-' 

高
(
高
)

賓
(
賓
)

飴
(
飴
)

襖
(
後
)

給
(
鞄
)

徹
{
彼
)

屑
(
屑
)

策
(
巷
)

様
(
繍
)

鞘
(
幽
明
)

噌
(
噌
)

蛸
(
鮪
)

鎚
(
鑓
)

堵
(
堵
)

遁
(
遁
)

蝿
(
蝿
)

絵
(
樽
)

鱒
(
嶋
崎
)

愈
(
愈
)

単
可
(
崎
)

贋
(
演
)

溢
(
溢
)

鴬
(
鷺
)

竃
(
竃
)

筏
(
帳
)

格
(
郁
)

鈎

(
勧
担
)

酋
(
曾
)

蝕
(
倣
)

曽
(
曾
)

辿
(
辿
)

掴
(
掴
)

屠
(
曙
)

腿
(
艶
)

剥
(
制
)

穆
(
修
)

迄
(
迄
)

叡
(
猷
)

崎
(
崎
)

溢
(
漫
}

迂
(
迂
)

鴎
(
鴎
)

噛
(
噛
)

倹
(
倹
)

察
(
繋
)

甑
(
鼠
)

事
(
薯
)

逗
(
逗
)

遡
(
週
)

樽
(
悔
)

辻
(
辻
)

賭
(
賭
)

濃
(
灘
)

箸
(
箸
)

瀕
(
瀕
)

侭
(
憤
)

莱
(
莱
)

果
(
昇
)

倍
野
(
管
)

溢
(
迦
)

潤
(
満
)

胸
(
卿
)

頚
(
顎
)

榊
(
憎
)

調節歎?量得碕

邸歎掻 m時

砺
(
偶
)

楢
(
信
)

溌
(
緩
)

夜
(
蔽
)

遁
(
麺
)

漣
(
漣
)

" 



l 市役所醐ーlIIl附〒臨=吋ト即町τ湾問目

式平成3年成人若草山
焼きで .成3相前:月四 『即日」に即，.念

7 トラク〆 p の2由民嶋成で拶行します

対象とほるの" 昭相 時 4月2回ー'"年同 l回生ま

れの人です.削 肺お送りしていますが届州h た

場合"直径会喝へお唱し〈だき、、な" .での来場ほど

岨げさい.くわしくは柚脳会・!i:Jf.".

く時間〉午前"時~同4時慢げ付けは1鴫 単から)

くところ〉市中時間 〈法制)

〈肉審〉斬峨人に・ることば、新成人の主張弐終了後

記念写実鍋 島

祝賀式

ネオン消灯にもご協力を

置
の
冬
の
火
の
員
「
若

t
t
z
z
f月

凶
目
「
成
人
め
目
」
に
行
わ
れ

自アルヲク河 J

円広志講溝金

「音楽と私」
午後3時-4時
(受"何け"'時半。句)

中央公民館(上三条町)

ま
す
・ζ

の

山

焼

き

に

俗

草

お

よ
そ
+
方
人
の
見
物
客
が
訪
れ
、

i
s
i
f
 

tζ
の

た

め

当

日

上

iizζ 

2
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